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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月10日(2014.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　創傷部位に陰圧を与えるための装置であって、
　陰圧を発生させるための吸引ポンプと、
　陰圧溜めと、
　前記陰圧溜め内の陰圧が閾値陰圧よりも大きい間に、前記溜めと前記創傷部位との間に
流体連通路を選択的に設けることにより、前記創傷部位に所望の陰圧を与えるように構成
された弁要素とを備え、
　前記陰圧溜め内の圧力が前記閾値陰圧まで低下するのに応じて、前記吸引ポンプが前記
陰圧溜め内の初期陰圧を再確立するように動作可能であることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記陰圧溜めと前記吸引ポンプとの間に結合されたさらなる弁要素をさらに備え、前記
さらなる弁要素が、前記陰圧溜め内の前記圧力が前記閾値陰圧まで低下するときに、前記
吸引ポンプを前記陰圧溜めに接続するように構成されることを特徴とする請求項１に記載
の装置。
【請求項３】
　前記陰圧溜め内の前記陰圧を監視するように構成された圧力センサをさらに備えること
を特徴とする請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記吸引ポンプを制御して、前記圧力センサの圧力に応じて前記陰圧溜め内の前記初期
陰圧を与えるように構成されたコントローラをさらに備えることを特徴とする請求項３に
記載の装置。
【請求項５】
　前記初期陰圧が、大気圧よりも２００ｍｍＨｇ超の低さである陰圧を含むことを特徴と
する請求項１から４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記初期陰圧が、大気圧よりも５００ｍｍＨｇ超の低さである陰圧を含むことを特徴と
する請求項５に記載の装置。
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【請求項７】
　前記創傷部位から抜き取られた創傷滲出液を回収するための流体回収チャンバをさらに
備え、前記流体回収チャンバが、第２の弁要素に接続された出口と、創傷チャンバに結合
される入口とを有することを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記陰圧溜めが、前記創傷部位から抜き取られた創傷滲出液を回収するための流体回収
チャンバを備えることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　創傷チャンバが、前記創傷部位にかぶせた密閉ドレープ下に配置された腔領域を含むこ
とを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　創傷チャンバが、前記創傷部位にかぶせた創傷ドレッシング下に配置された腔領域を含
むことを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記陰圧溜めが、前記所望の陰圧を創傷チャンバに加えるときに、前記創傷チャンバの
容積の２倍より大きい容積を有する真空チャンバを備える、請求項１から１０のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項１２】
　創傷チャンバ内の前記所望の陰圧が、大気圧よりも約２００ｍｍＨｇ未満の低さである
ことを特徴とする請求項１から１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記閾値陰圧が前記所望の陰圧に等しいことを特徴とする請求項１から１２のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記創傷部位に前記所望の陰圧を与えることが、前記創傷部位の陰圧を所望の上陰圧と
所望の下陰圧との間で維持することを含むことを特徴とする請求項１から１３のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記溜めと前記創傷部位との間に流体連通路を選択的に設けるように構成された前記弁
要素が、チャネルが側壁要素間に設けられる開放離間構成と、前記側壁要素が当接して前
記チャネルを閉鎖する閉鎖構成とに配置可能な対向する側壁要素を有するチャネル要素を
備え、
　前記側壁要素が弾性であり、前記側壁要素上のまたは前記側壁要素への圧力差に応じて
、前記チャネルが流体連通路を設ける前記開放構成または前記閉鎖構成に移動可能である
ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記陰圧溜めと前記吸引ポンプとの間に結合された前記さらなる弁要素が、チャネルが
側壁要素間に設けられる開放離間構成と、前記側壁要素が当接して前記チャネルを閉鎖す
る閉鎖構成とに配置可能な対向する側壁要素を有するチャネル要素を備え、
　前記側壁要素が弾性であり、前記側壁要素上のまたは前記側壁要素への圧力差に応じて
、前記チャネルが流体連通路を設ける前記開放構成または前記閉鎖構成に移動可能である
ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項１７】
　流体連通路を選択的に設けるための装置であって、
　チャネルが側壁要素間に設けられる開放離間構成と、前記側壁要素が当接して前記チャ
ネルを閉鎖する閉鎖構成とに配置可能な対向する側壁要素を有するチャネル要素を備え、
　前記側壁要素が弾性であり、前記側壁要素上の圧力差に応じて、前記チャネルが流体連
通路を設ける前記開放離間構成または前記閉鎖構成に移動可能であることを特徴とする装
置。
【請求項１８】
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　前記圧力差が、前記チャネル要素の少なくとも１つの側壁要素の外面にかかる圧力と、
少なくとも１つの側壁要素の内面にかかる圧力との差を含むことを特徴とする請求項１５
、１６、または１７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記チャネル要素の前記少なくとも１つの側壁要素の前記外面にかかる前記圧力が、大
気圧であり、前記圧力差が、大気圧と、大気圧よりも低い圧力との差を含むことを特徴と
する請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記圧力差が閾値圧力差よりも大きいときに、前記側壁要素が共に圧迫されて前記閉鎖
構成となることを特徴とする請求項１５から１９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２１】
　前記チャネル要素の第１の端部領域で、前記側壁要素を開放離間構成において保持する
ように構成された入口要素と、
　前記チャネル要素のさらなる端部領域で、前記側壁要素を開放離間構成において保持す
るように構成された出口要素と、
をさらに備えることを特徴とする請求項１５から２０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２２】
　前記圧力差が、前記チャネル要素の少なくとも１つの側壁要素の外面にかかる圧力と、
前記入口要素の圧力および前記出口要素の圧力の一方との圧力差を含むことを特徴とする
請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記閾値圧力差が、入口および出口要素間の距離によって決まることを特徴とする請求
項２０に従属する請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記チャネル要素が、前記チャネル要素の第１の端部で第１の陰圧区間に結合され、前
記チャネル要素のさらなる端部で第２の陰圧区間に結合され、前記第２の陰圧区間内の陰
圧が前記第１の陰圧区間内の陰圧よりも大きく、前記側壁要素が前記開放構成にあるとき
に、前記陰圧が前記第２の陰圧区間から前記第１の陰圧区間へ前記流体連通路を介して伝
達され、前記第１および第２の陰圧区間内の前記陰圧が閾値陰圧よりも大きいときに、前
記側壁要素が前記閉鎖構成へ移動するように構成されることを特徴とする請求項１５から
２３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１の陰圧区間内の陰圧が、閾値圧力よりも大きい陰圧から前記閾値よりも小さい
陰圧まで減少するのに応じて、前記側壁要素が、前記チャネル要素の前記第１の端部から
前記チャネル要素の前記第２の端部側へ剥離して、前記閉鎖構成から前記開放構成へ移動
するように構成されることを特徴とする請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記側壁要素が前記閉鎖構成にあるときに、前記側壁要素が当接する領域が、ゼロ死容
積チューブを含むことを特徴とする請求項１５から２５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２７】
　前記チャネル要素の少なくとも一部を囲む剛性ハウジングをさらに備えることを特徴と
する請求項１５から２６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２８】
　前記側壁要素が、接触時に両面セルフシールとなる材料から形成されることを特徴とす
る請求項１５から２７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２９】
　前記側壁要素が、シリコーンエラストマーまたはポリウレタンエラストマーから形成さ
れることを特徴とする請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　流体連通路を選択的に設けるためのチャネル要素を製造する方法であって、
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　第１の側壁要素の第１の面に、チャネル領域を画定するマスキング片を重ねるステップ
と、
　前記第１の側壁要素の前記第１の面と前記マスキング片とに重なる第２の側壁要素を形
成して、前記第１の面の前記マスキング片のない領域で前記第１および第２の側壁要素が
共に結合されるようにするステップと、
　前記チャネル要素を備えた前記第１および第２の側壁要素間から、前記マスキング片を
除去するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項３１】
　前記第１および第２の側壁要素の少なくとも一方が弾性であることを特徴とする請求項
３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記第１および第２の側壁要素が、接触時に両面セルフシールとなる材料から形成され
ることを特徴とする請求項３０または３１に記載の方法。
【請求項３３】
　開放部を有する入口要素を、前記チャネル要素の第１の端部で前記第１および第２の側
壁要素間に挿入するステップと、
　開放部を有する出口要素を、前記チャネル要素の第２の端部で前記第１および第２の側
壁要素間に挿入するステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項３０から３２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３４】
　前記入口および出口要素を位置決めして、前記チャネル要素が閉鎖する前記入口要素の
圧力レベルを制御するステップをさらに含むことを特徴とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記チャネル要素が変形可能なチューブであることを特徴とする請求項１７から２９の
いずれか一項に記載の装置。
【請求項３６】
　前記変形可能なチューブが熱および圧力変形プロセスを受けて、変形されたチューブを
形成することを特徴とする請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記熱および圧力プロセスが、前記チューブの一部のみに行われることを特徴とする請
求項３５または３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記チューブがプラスチック材料からなることを特徴とする請求項３５または３６に記
載の装置。
【請求項３９】
　前記プラスチック材料が熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）であることを特徴とする請求
項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記対向する側壁が、側壁長さの少なくとも一部についてほぼ平坦であるか少なくとも
ほぼ平坦であることを特徴とする請求項３５から３９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項４１】
　前記変形可能なチューブが不可逆的に変形されることを特徴とする請求項３５から４０
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項４２】
　流体連通路を選択的に設けるためのチャネル要素の製造方法であって、
　チャネル要素を変形プロセスにかけるステップを含み、前記変形プロセスにおいて、前
記チャネル要素の対向する側壁が変形されて、前記対向する側壁が離間するときの開放構
成と、前記対向する側壁が当接するときの閉鎖構成との間の移動を助け、前記対向する側
壁の内面と外面との間の前記側壁上のまたは前記側壁への圧力差に応じて前記チャネル要
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素のチャネルを閉鎖または開放することを特徴とする方法。
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